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研究結果の概要 

 環状ポリグリセロールの効率的立体選択的合成法に関する研究を行った。 

光学活性ソルケタールから 4 工程を経て合成したアリルエーテルのアリル部への不斉導入を

AD-mix 試薬を用いて検討したが、満足行く不斉収率は得られなかった（図 1）。 
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（図 1） 

 

 一方、得られた環状トリグリセロールの水酸基を酸化した後、種々の還元剤を用いて再度アル

コールへと変換した。L-Selectride を用いた際、若干ながら選択性が発現し、C3-型のトリグリセ

ロールが主生成物として得られることがわかった（図２）。アルミニウム系の還元剤では選択性は

全く得られなかった。 
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（図 2） 

今後の展開 

・ 不斉エポキシ化によるアリル部への不斉導入を検討する。 

・ 酸素以外の他の求核基 (N or S) の導入を検討し、その分子内エポキシド開環反応について検

討する。 

・ 分子内エポキシド開環反応を鍵反応として、中員環を有する天然物の合成への応用を検討す

る。 

 


